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内容   

第三章=郡使は二元制 邪馬台国新聞に投稿中 
深読みをすれば二元制は見えてくる 

第四章=方向違いを検証する 
 東南なのに東北東を是認するこの不可解さ 
 思い込みで、理論無き空説で方角を捻じ曲げてはならない 
魏志倭人伝に方向違いはない 

第七章=対馬海峡渡海を科学的に分析する 
 なぜ「瀚海」か ほぼ全員の識者が説明できぬ故に沈黙する瀚海 
 瀚海を語れぬ者に邪馬台国を語る資格なし 
第九章=邪馬台国 それは、、、 
 邪馬台国を比定する 
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